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水
と
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋

　
水
と
人
間
の
関
係
は
と
く
に
深
く

し
か
も
た
い
へ
ん
微
妙
な
も
の
が
あ

る
。
東
京
の
よ
う
に
急
に
人
口
が
過

剰
に
な
る
と
、
忽
ち
水
飢
鱒
に
な
る

の
も
困
る
が
、
水
道
設
備
に
は
手
間

が
か
か
っ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。
四
年
前
の

中
共
の
よ
う
に
、
カ
ン
パ
ツ
と
水
害

が
同
時
的
に
重
な
る
と
、
二
三
年
来

の
農
業
の
不
作
を
も
た
ら
す
よ
う
に

も
な
る
。
多
す
ぎ
て
も
少
な
す
ぎ
て

も
困
る
の
が
水
で
あ
る
。
こ
と
し
の

梅
雨
は
例
年
よ
り
早
い
よ
う
で
あ
り

春
以
来
の
異
常
気
候
で
先
女
が
心
配

だ
。
既
に
つ
ゆ
の
は
し
り
と
も
い
わ

れ
る
欝
風
六
号
の
影
響
で
各
期
で
被

害
を
出
し
て
い
る
。
死
者
、
行
方
不

明
や
負
傷
者
多
数
を
出
し
、
山
崩
れ

族
性

藤
　
　
大

馨

で
七
八
死
亡
、
、
畏
野
県
で
は
ふ
む
と

の
民
家
が
四
戸
六
む
ね
も
全
壊
、
又

東
海
道
新
幹
線
、
並
び
に
各
ダ
イ
ヤ

一
を
乱
し
、
路
盤
が
沈
下
し
た
り
築
堤

．
が
く
す
れ
た
り
早
く
も
到
る
と
こ
ろ

に
被
害
が
続
出
し
て
い
る
。
是
み
な

｝水
に
関
係
し
て
居
る
。
受
災
者
に
対

し
て
は
、
ま
こ
と
に
気
の
毒
の
限
り

｝
で
あ
る
．

　
海
の
台
風
禍
に
つ
づ
い
て
、
陸
の

豪
雨
禍
が
跡
を
た
た
ぬ
の
は
円
本
の

国
土
の
先
天
的
運
命
で
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
被
害
を
、
最
少
限
に
食
い
止

め
る
に
は
国
家
予
算
を
う
ん
と
注
ぎ

こ
ん
で
、
安
全
な
国
土
造
成
を
や
る

以
外
に
は
方
法
が
あ
る
ま
い
と
思
う

時
と
金
と
が
か
か
る
が
治
山
治
水
対

策
を
根
本
的
に
や
り
直
す
必
要
が
あ

る
。

　
日
本
が
高
い
山
を
た
く
さ
ん
も
っ

て
る
こ
と
も
、
水
害
の
大
き
な
原
因

で
あ
る
。
同
時
に
世
界
有
数
の
多
雨

團
で
あ
．
一
と
と
も
、
こ
れ
が
手
伝
っ

て
い
る
。
山
地
七
割
以
上
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
山
が
多
い
。
し
か
も
峻
し
い

の
だ
か
ら
、
地
図
の
上
で
見
た
よ
り

も
面
積
は
広
い
。
老
人
の
顔
の
シ
ワ

を
の
ぱ
せ
ば
、
顔
の
面
積
が
ひ
ろ
が

る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に

多
少
多
く
人
口
を
．
養
え
る
利
点
も
あ

る
。
し
か
し
、
山
が
峻
し
い
た
め
に

小
地
域
に
分
れ
て
い
る
か
ら
、
勢
い

対
寵
的
な
排
他
性
を
持
ち
や
す
い
。

だ
か
ら
三
百
諸
候
と
い
わ
れ
た
多
数

封
建
頷
主
の
時
代
が
長
く
つ
づ
い

た
。

　
そ
れ
に
川
は
急
流
が
多
く
、
滝
が

到
る
と
こ
ろ
に
か
か
っ
て
い
る
。
滝

が
急
転
直
下
し
て
い
る
姿
を
日
本
人

一
は
好
む
。
そ
の
ほ
と
り
に
諸
神
を
杞

灘
馨
輪
鱗

◎
麗
声

子
の
な
ま
え
　
父
の
名

小
林
武
司
　
　
勲

服
部
建
子
　
建
　
三

吉
楽
正
人
　
　
浩

藤
出
真
喜
子
　
福
太
郎

南
雲
安
美
利
昭

◎
高
砂

｛　
新
郎
　
南
雲
　
寛
三
猛
四
）
程

　
新
婦
梶
田
み
つ
る
（
オ
）
果 部

落
名

西
方

東
田
沢

上
山

本
屋
敷

重
地

｛
翻

｛
羅

｛
羅

　
｛

　
　
の
で
ち

　
　
碧
艮

　
　
．
獅
婦

｛
翻

　
｛

　
　
ロ
　
　
マ
き

　
　
幻
劇

　
　
新
婦

｛
翻

　
一

島京

千
原
庄
平
（
煮
）
上

千
原
　
紀
子
（
二
九
）
上

阿
部
徳
次
興
ε
本
屋
敷

嬰
縮

　
榊

南　鈴清庭瀬村
雲　木滝野切山

喜　則正フ五弘
雄　子孝　ミ郎子
〆）　〆）か♪　！＝〉〆二　！⊃
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程　下束十芋東
　　田　日　　田
局田尻町沢沢

庭
野
サ
チ
子
（
二
も
十
口
町

松
崎
　
栄
作
（
三
も
小
　
原

松
崎
　
ヒ
デ
（
一
、
σ
）
小
　
原

山
本
籾
雄
（
ま
）
葎
沢

丹
羽
　
治
4
（
パ
）
千
葉
娘

．
｛
顯

．
◎
昇
天

　
氏
　
名

．
村
山
嘉
平

’
根
津
房
太
郎 田

村
　
　
進
（
二
七
）
小
原

山
本
シ
グ
ヨ
（
詳
）
小
　
出

鈴
木
　
順
平
（
」
）
重
　
地

瀬
切
チ
イ
子
（
ま
）
津
南
町

桑
原
文
蔵

高
橋
　
稔

志
出
ト
メ

桑
原
徳
重

廟
橋
幸
治

　
’
q
，
糟

年
令

倹
玉
）

（八

二
）

発
も

（
ε

（
七
も

（
二
八
）

（
三
七
）

倉田牧倉倉芋田住
俣代畑俣俣川沢所

り
修
行
場
に
し
た
り
す
る
。
こ
れ
も

風
土
と
人
間
と
の
変
渉
関
係
の
一
面

で
あ
る
。
滝
が
急
転
直
下
す
る
の
を

眺
め
、
桜
が
咲
い
て
い
さ
ぎ
よ
く
散

っ
て
ゆ
く
自
然
の
風
土
が
、
私
ど
も

を
少
く
短
慮
性
急
に
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　
活
動
が
機
敏
で
よ
い
と
の
利
点
と

と
も
に
、
急
ぎ
す
ぎ
て
失
敗
す
る
欠

点
を
も
兼
ね
具
え
て
い
る
。
前
後
を

考
え
す
に
冒
進
す
る
と
、
敗
戦
を
ひ

き
起
こ
し
た
り
し
て
、
大
き
な
不
利

を
蒙
る
こ
と
に
な
る
。
思
想
や
生
活

や
政
治
で
も
、
流
行
を
追
っ
て
、
た

だ
急
流
の
よ
う
に
流
さ
れ
て
ゆ
く
民

族
性
も
出
て
く
る
。
と
か
く
か
た
よ

っ
た
我
執
を
も
っ
て
進
む
か
ら
、
時

に
ひ
ど
い
へ
的
災
害
を
受
け
る
こ
と

も
あ
る
。
願
わ
く
ば
も
っ
と
熟
慮
し

て
、
テ
ン
ポ
を
緩
め
て
進
む
よ
う
に

し
た
い
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
同
じ
島
国
だ
が
、
そ

こ
に
は
山
地
が
少
な
い
。
し
た
が
っ

て
急
流
も
あ
ま
り
な
い
そ
う
だ
。
テ

ー
ム
ズ
河
な
ど
は
、
じ
つ
に
ゆ
っ
た

り
と
流
れ
て
い
る
と
か
。
そ
ん
な
落

ち
つ
き
が
、
英
国
民
の
気
質
を
つ
く

る
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

大
き
く
良
識
に
し
た
が
っ
て
生
き
て

ゆ
く
、
大
国
民
の
性
情
を
作
っ
て
い

…
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
ん
だ
ん
世
界
的

一｝
に
な
っ
て
き
た
日
本
の
生
活
で
も
こ

一一
れ
か
ら
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
見
習
っ
て

．
ゆ
き
た
い
。
日
本
で
は
ほ
ど
よ
い
中

ハ
一
道
を
選
ぶ
と
の
考
え
方
が
、
少
こ
し

｝一
乏
し
か
っ
た
と
思
う
。

　
戦
前
の
考
え
方
も
偏
見
の
塊
の
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
戦
後
の

自
由
主
義
も
、
む
し
ろ
反
対
極
に
移

っ
て
、
エ
．
ユ
イ
ズ
ム
と
表
衷
一
体
に

な
っ
て
い
る
。
適
応
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
の
上
に
豆
っ
た
真
の
自
由
が
ま

だ
よ
く
身
に
つ
い
て
い
な
い
。
急
流

的
山
河
の
影
響
で
養
わ
れ
た
日
本
人

に
は
、
中
道
を
ゆ
く
穏
健
中
正
な
考

え
方
が
、
な
か
な
か
と
り
に
く
い
よ

う
だ
．

　
不
安
的
な
急
流
的
性
格
を
矯
め
て

大
局
的
理
性
的
に
生
き
て
ゆ
く
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
仏
教
の
中
道
主

義
を
も
っ
と
国
民
の
な
か
に
浸
透
さ

せ
る
必
嬰
が
あ
る
。
有
限
者
た
る
人

間
に
は
、
一
気
に
絶
対
的
な
も
の
は

え
ら
れ
に
く
い
が
、
た
だ
相
対
的
な

改
善
を
積
み
か
さ
ね
、
絶
対
的
な
も

の
に
一
歩
で
も
近
づ
く
方
法
し
か
な

い
。

震
災
復
興
清

掃
月
間
〃
・

　
震
災
後
の
「
き
れ
い
な
町
に
も
ど

す
運
助
」
の
実
施
に
つ
い
て
、
生
活

環
境
浄
化
実
践
四
ヵ
年
計
画
に
よ
る

二
年
目
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
市
町
村

あ
げ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
六

一
月
十
六
日
新
潟
地
震
の
一
周
葬
記
念

行
串
と
し
て
、
震
災
復
興
清
掃
月
閾

を
県
内
全
弔
町
村
が
呼
応
設
定
す
る

一㎝
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
村
で
は
次

「一
の
こ
と
に
つ
き
実
施
徹
底
を
図
る
ζ

一
と
と
し
ま
し
た
の
で
噛
村
民
全
員
の

｝一
御
理
解
と
御
協
力
を
御
願
い
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
り

ざ
箋
　
一

◎
家
屋
内
外
の
大
掃
除
、
下
水
、
側

　
溝
の
清
掃
と
整
備
改
修
等
を
村
ぐ

　
る
み
で
行
な
う
こ
と
。

◎
部
落
毎
に
「
一
斉
清
掃
日
」
を
設

　
け
効
果
的
に
実
施
す
る
。

◎
特
に
春
の
大
掃
除
を
実
施
し
て
い

　
な
い
家
に
お
い
て
は
必
す
実
施
す

　
る
こ
と
。

2
、
汚
物
の
不
法
投
棄
の
防
止

◎
川
、
沼
、
堤
、
道
路
等
に
ゴ
ミ
等

　
の
汚
物
を
捨
て
な
い
よ
う
各
自
良

　
く
自
覚
し
徹
底
す
る
こ
と
。

　
ご
き
ぶ
り
駆
除
法

　
ご
き
ぶ
り
は
台
所
、
ゴ
ミ
箱
、
便

所
を
往
復
し
は
な
は
だ
不
潔
な
動
物

で
す
。

※
発
生
源
対
策
と
駆
除

◎
台
所
の
厨
芥
入
れ
は
完
全
な
フ
タ

　
を
取
り
付
け
る
こ
と
（
ご
き
ぶ
り

　
は
せ
ま
い
す
き
間
で
も
入
る
）
又

　
ダ
ス
ト
シ
ュ
ー
ト
の
中
は
ご
き
ぶ

　
り
の
艀
化
場
で
あ
る
か
ら
注
意
す

　
る
。

◎
排
水
尺
、
ア
ゲ
板
、
ね
す
み
穴
な

　
ど
か
ら
侵
入
す
る
か
ら
よ
く
ふ
さ

　
ぐ
こ
と
。

◎
台
所
の
床
の
側
壁
の
接
す
る
角
に

　
ゴ
キ
ブ
リ
用
の
殺
虫
剤
を
三
十
移

　
巾
位
に
帯
状
に
塗
っ
て
お
く
。
叉

　
食
盟
糊
の
床
や
厨
一
朴
箱
全
体
に
殺

　
虫
剤
を
塗
つ
て
お
く
の
も
よ
い
方

　
法
で
あ
る
。

、
　
　
　
　
　
（
役
場
社
会
厚
生
課
）

　
　
な
か
さ
と
文
芸

〔
俳
句
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

峡
の
バ
ス
独
活
の
香
り
持
ち
て
街
に

藷
く

畦
踏
め
ば
動
く
ゆ
る
み
田
カ
ト
生
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

太
腕
の
植
枠
し
す
か
に
田
を
刻
む

街
あ
か
り
誘
う
耕
牛
の
眠
の
疲
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

梅
雨
の
頬
尖
り
て
重
き
農
衣
脱
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

一畦
端
の
株
に
も
稔
り
の
意
を
こ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

曝
り
を
孤
独
に
き
き
し
杣
の
小
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
田

通
掌
の
制
服
合
朝
は
清
女
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
春

箱
に
腰
か
け
て
苗
と
る
翁
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

貰
い
風
呂
帰
り
背
の
児
と
遠
魅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
雄

奮
を
映
墓
や
ト
カ
の
群

一
　
　
　
　
正
光

一
草
矢
飛
ぶ
幼
き
夢
を
果
し
得
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

校
庭
の
緑
陰
に
乙
女
等
汗
払
う

　
〔
短
歌
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
了

川
原
の
石
を
背
に
し
て
仰
ぎ
見
る

若
葉
の
梢
え
に
臼
き
月
か
も

久
）
振
り
反
と
か
わ
す
杯
は

世
間
話
を
肴
に
し
て
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
鳥
正
雄

さ
ざ
波
は
遠
く
な
り
て
も
聞
え
け
り

夜
風
に
ふ
れ
る
一
人
旅
か
な
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瀞
讐
説
潤

趾
部
行
公
先
生
亀
1

『
　
村
　
　
　
数

月
価
ザ
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
■
人
回
，

1
村
議
会
第
二
回
定
例
会
－

助
役
牧
入
役
を
選
任

撫
　
鍵

農
作
物
蚕
繭
共
済
金
．
額
の
選
択
、
昭

和
四
＋
年
度
熊
邸
も
ど
し
金
交
付
額

に
つ
い
て
、
四
十
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
の
ほ
か
、
請
願
審
査
報

告
七
件
、
役
場
庁
舎
建
設
、
清
津
川

開
発
基
本
調
査
な
ど
協
議
題
二
件
を

審
議
し
、
午
後
六
時
過
ぎ
閉
会
し

た
。
付
議
事
件
の
主
な
内
容
は
次
の

通
り
．

▽
助
役
、
収
入
役
人
箏

　
助
役
に
つ
い
て
は
、
三
十
七
年
か

ら
空
席
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
、

広
出
緒
左
衛
門
比
（
壬
溝
）
が
収
入

役
か
ら
助
役
に
、
ま
た
、
村
議
会
議

員
藤
田
字
一
氏
（
宮
中
）
が
識
昌
を

辞
任
し
て
新
収
八
役
に
、
そ
れ
ぞ
れ

任
命
す
る
こ
と
に
っ
い
て
は
村
議
会

の
同
意
が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
多

数
の
賛
成
を
も
っ
て
選
任
さ
れ
た
。

　
な
お
、
両
氏
は
五
月
二
十
八
日
付

で
任
命
さ
れ
た
。

▽
中
里
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　
本
年
度
か
ら
市
町
村
民
税
に
つ
い

て
、
全
国
一
斉
に
本
文
方
式
を
採
用

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
市

町
村
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
処

置
で
あ
り
、
本
村
の
税
郵
は
＋
五
”
万

円
以
下
の
金
額
百
分
の
二
・
六
か
ら

（
中
間
の
段
階
区
分
略
す
）
五
千
万

円
を
こ
え
る
金
額
百
分
の
＋
八
・
二

に
改
正
さ
れ
た
。
な
お
、
瞳
書
者
等

の
非
課
税
の
範
囲
が
二
十
万
円
か
ら

二
十
二
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
法

人
税
割
の
税
率
が
百
分
の
九
・
七
か

ら
百
分
の
十
・
一
に
、
軽
肖
勤
串
の

う
ち
四
輪
乗
用
軍
が
三
千
百
、
五
十
円

・
に
改
正
さ
れ
た
。

▽
農
作
物
共
済
金
額
の
選
択

　
今
年
の
水
稲
、
容
蚕
、
夏
秋
寮
繭

に
対
す
る
村
が
支
払
う
共
済
金
の
基

雌
を
き
め
た
も
の
で
、
水
稲
に
つ
い

し
、
一
キ
ロ
当
り
六
十
円
、
春
、
蟹
、
夏

．
秋
蚕
繭
は
そ
れ
ぞ
れ
一
箱
当
り
五
千

．
円
と
き
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
他
市
町

村
に
比
べ
ほ
ぽ
同
額
で
あ
る
。

　
ま
た
、
四
十
年
度
無
串
も
ど
し
金

交
付
額
に
つ
い
て
は
、
農
作
物
等
が

三
年
間
無
串
故
の
場
合
、
一
年
分
の

共
済
掛
金
を
組
合
員
に
払
い
も
ど
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
但
し
共
済

事
業
の
剰
余
金
等
の
額
に
よ
っ
て
無

事
も
ど
し
金
交
付
額
を
き
め
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
水
稲
に

お
い
て
六
十
五
・
五
四
％
、
総
額
十

四
万
六
百
五
＋
七
円
（
該
当
組
合
目

数
四
百
二
十
六
名
）
蚕
繭
は
、
百
％

蠣
観
器
藷
謡

じ

一る
。▽

請
願
審
査
報
告

　
去
る
三
月
村
議
会
で
常
任
委
員
会

■
に
付
託
さ
れ
た
請
願
の
審
査
結
果
が

ハ

落
奮
長
か
ら
報
誓
楚
．
離

て
は
、
共
済
引
受
高
の
減
収
分
に
対
｝
件
名
等
次
の
と
お
り
。

①
中
里
村
養
魚
組
台
活
魚
輸
送
用
設

　
備
費
の
助
成
に
つ
い
て
（
採
択
）

②
養
繍
溺
業
運
宮
費
助
成
に
つ
い

て
（
採
択
）

㊥
製
炭
邸
業
台
理
化
の
た
め
の
機
械

　
樽
入
助
成
に
つ
い
て
（
継
続
審
議
）

④
荒
屋
公
民
舘
備
品
購
入
並
び
に
改

　
造
助
成
に
つ
い
て
（
不
採
択
）

⑤
倉
俣
中
学
校
教
麗
増
簗
と
便
所
移

　
築
に
つ
い
て
（
継
続
讐
議
）

①
倉
俣
小
学
校
隣
接
旧
倉
庫
改
築
に

　
つ
い
て
（
継
概
審
議
）

⑦
た
か
ば
ス
キ
ー
場
開
設
に
つ
い

　
て
（
採
択
）

▽
一
般
会
計
補
正
予
算

一
　
総
．
額
百
二
十
七
万
六
千
円
で
内
訳

｝｝
は
、
▽
一
般
管
理
闘
百
一
万
八
千
円

　
｛
（
退
職
手
当
組
合
負
担
金
》
▽
参
羅

霧
畢
費
二
＋
八
万
藷
▽

一
教
育
総
務
費
十
二
万
四
千
円
（
＋
日

．
町
実
高
建
築
費
負
担
金
）
な
ど
が
主

錘
加
整
で
・
播
費
三
＋
万
円

「一
が
減
額
補
正
さ
れ
た
。

｝

御
宣
ll挨
役

、
麟
、
砂
、

　
不
肖
、
こ
の
た
び
中
璽
村
助
役
に

任
命
さ
れ
、
身
に
過
ぎ
る
大
任
で
あ

る
と
同
時
に
、
そ
の
重
責
を
感
じ
な

が
ら
非
才
の
身
を
も
省
り
み
す
に
、

去
る
五
月
二
＋
八
日
付
、
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
微
刀
で
あ
り

ま
す
が
、
村
展
の
よ
き
御
指
導
を
得

て
、
ま
た
村
議
会
は
じ
め
村
民
各
位

の
御
鞭
披
を
い
た
だ
き
ま
し
て
職
務

に
献
封
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
ど

う
肖
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
顧
り
み
ま
す
る
と
、
昭
和
二
十
九

拶広
田
富
左
衛
門

年
田
沢
村
収
入
役
に
任
命
さ
れ
、
翌

三
＋
年
中
里
村
発
足
と
と
も
に
ひ
き

つ
づ
き
収
入
役
を
お
お
せ
つ
か
り
、

今
日
ま
で
十
二
年
間
に
亘
り
大
役
を

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
合
併
聞
も
な
い
当
時
の
財
政

事
慨
を
き
り
ぬ
け
、
、
新
村
難
設
に
向

一
っ
て
諸
穴
事
業
の
遂
行
と
、
近
奪
に

い
た
っ
て
は
高
度
経
済
成
長
、
社
会

弼
の
簸
に
よ
り
護
窪

汝
増
こ
う
す
る
中
で
、
大
過
な
く
勤

一め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は

一皆
横
の
御
協
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝

輻
巻
ん
．
な
か
ん
す
く
、
田

藩
籍
舘
縷
に
あ
た
つ
て
村
内

・
外
多
数
の
方
六
の
特
段
の
御
支
援
と

一“
御
協
刀
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は

　

一
忘
れ
褐
ぬ
御
温
情
と
、
収
入
役
を
辞

．
任
す
る
に
あ
た
り
紙
上
を
か
り
ま
し

て
厚
く
御
礼
串
し
あ
げ
ま
す
。
こ
ん

乞
新
進
気
鋭
の
藤
田
宇
一
氏
が
収
入

役
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
よ
り

健
全
円
滑
な
る
財
政
運
営
が
期
待
さ

れ
、
御
同
慶
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
申
す
ま
で
も
な
く
村
政
の
課
題
は

中
里
村
将
来
の
売
展
を
左
石
す
る
重

藝
間
題
が
山
積
い
を
て
奮
ま

一
す
。
、
村
当
局
、
議
会
、
村
民
各
位
皆
様

一
と
一
体
と
な
っ
て
和
合
協
力
、
真
に

一
彊
か
な
村
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
た

㎜
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
驚
馬
に
鞭
打

一

ち
誠
心
誠
意
大
任
を
果
し
た
く
こ
こ

に
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
御
挨
拶

　
　
　
　
中
里
村
収
入
役
藤
田

　
応
年
は
と
く
に
雪
消
え
が
遅
れ
、

指
様
に
は
麗
作
業
そ
の
他
御
多
忙
に
．

お
過
ご
し
の
こ
と
～
存
じ
ま
す
。

　
去
る
五
月
二
十
七
日
の
定
例
村
議

会
に
お
い
て
、
広
田
富
左
衛
門
氏
が

助
役
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
任
と
し

て
は
か
ら
す
も
収
入
役
と
い
う
大
役

に
選
ぱ
れ
、
同
日
村
議
会
議
員
を
辞
・

任
し
、
五
月
二
十
八
日
付
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　
顧
み
ま
す
と
、
昭
和
二
十
七
年
、

貝
野
村
教
育
委
員
及
び
、
村
議
会
議

員
に
推
挙
さ
れ
、
以
来
町
村
合
併
に

よ
り
貝
野
村
閉
村
と
同
時
に
、
新
中

里
村
識
会
議
員
と
な
り
、
新
村
建
設

や
各
種
計
画
、
事
業
そ
の
他
懸
案
事

項
の
山
積
し
た
中
に
お
い
て
、
智
様

の
御
期
待
に
充
分
そ
う
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
宇
一

す
申
し
訳
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
が

公
私
共
に
御
指
導
、
御
協
力
を
頂
き

お
か
げ
撤
で
大
過
な
く
動
め
る
こ
と

が
で
き
、
誠
に
有
難
く
心
か
ら
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

　
前
任
広
田
富
左
衛
門
氏
は
収
入
役

と
し
て
十
数
年
の
長
い
間
の
豊
か
な

経
験
を
生
か
さ
れ
、
今
後
の
村
政
に

大
い
に
活
躍
を
御
期
待
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
申
す
ま
で
も
な
く
、
自
治
体
運
営

の
近
代
化
と
地
方
財
政
の
充
実
は
今

後
な
お
大
き
な
課
題
と
思
い
ま
す
が

若
輩
の
上
、
木
勉
強
で
そ
の
器
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
幸
い
手
腕
、
力
辮
と

経
験
豊
富
な
村
．
長
を
中
心
と
し
、
職

員
一
体
と
な
り
村
民
の
皆
様
の
よ
り

一
層
の
御
鞭
捷
と
御
文
援
を
頂
き
、

及
ぱ
す
な
が
ら
中
里
村
発
展
の
た
め

心
を
新
た
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
、
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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今
年
の
天
候
と

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
稻
の
手
入
れ

　
春
先
か
ら
の
天
候
不
順
の
た
め
、

雪
消
え
が
予
想
外
に
遅
れ
、
五
月
上

旬
ま
で
低
温
が
続
き
、
今
年
の
苗
代

は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配
さ
れ
た

が
、
幸
い
に
そ
の
後
の
天
候
は
比
較

的
よ
く
、
極
く
山
間
地
以
外
は
、
田

植
え
も
終
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
い
つ
も
の
年
な
ら
、
こ
れ
で
今
年

も
安
心
ー
と
い
う
と
こ
ろ
だ
が
、

今
年
は
、
秋
ま
で
細
か
に
気
を
く
ぱ

ら
な
い
と
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
下
．
逆
転

負
け
に
な
り
そ
う
で
心
配
だ
。
と
い

う
の
は
、
今
年
は
、
気
象
の
変
化
が

大
き
い
と
い
う
予
想
が
さ
れ
て
い
る

か
ら
ー
。

　
五
月
末
に
新
潟
地
方
気
象
台
か
ら

出
さ
れ
た
、
六
～
八
月
ま
で
の
三
ヵ

月
予
報
を
み
る
と
、
こ
の
心
配
が
大

き
い
。

　
気
象
台
の
発
表
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の

期
間
は
、
上
空
の
寒
気
が
南
に
偏
る

た
め
天
候
が
不
安
定
で
雨
が
降
り
や

す
く
な
っ
た
り
低
温
に
な
る
期
間
が

あ
る
み
こ
み
と
い
っ
て
い
る
。

　
各
月
に
つ
い
て
み
る
と
、
六
月
は

月
半
ぱ
か
ら
梅
雨
天
候
に
入
り
、
低

温
が
続
く
み
こ
み
。
七
月
は
、
下
旬

ま
で
に
梅
雨
が
あ
が
ら
な
い
た
め
、

低
温
、
多
雨
日
照
は
少
な
い
み
こ
み

八
月
は
大
体
平
年
並
み
と
み
こ
ま
れ

る
が
、
北
日
本
で
は
天
候
の
変
動
が

大
き
く
、
一
時
的
に
多
雨
、
低
温
が

み
こ
ま
れ
る
。
更
に
、
長
期
予
報
に

よ
れ
ぱ
、
秋
は
早
く
く
る
と
発
表
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
の
天
候
は
一

口
で
い
え
ぱ
、
不
順
と
予
想
が
で
き

よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
ん
な
年
の
天
候
は

稲
に
は
ど
ん
な
影
響
が
あ
ら
わ
れ
る

か
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
ん
な

手
入
れ
を
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
考

え
て
み
た
い
。

　
ま
す
、
梅
雨
期
間
が
長
く
な
る
た

め
、
分
け
つ
の
で
か
た
や
、
伸
び
が

悪
く
、
全
体
と
し
て
、
稲
の
元
気
は

余
り
よ
く
な
い
姿
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
．
ま
た
、
日
照
が
不
足
す

る
た
め
、
稲
は
軟
か
で
き
に
な
り
、

体
内
に
チ
ッ
ソ
が
残
る
の
で
イ
モ
チ

病
に
か
か
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
こ
ん
な
か
っ
こ
う
で
育

っ
て
い
る
稲
が
、
梅
雨
明
け
間
近
か

の
ム
シ
あ
つ
い
天
候
に
あ
う
と
、
葉

イ
モ
チ
病
が
多
発
し
、
秋
の
低
温
と

ま
っ
て
、
首
イ
モ
チ
病
、
倒
伏
の
多

発
が
子
想
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
ん
な
年
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
、

稲
を
、
、
、
バ
の
よ
い
大
型
の
も
の
に
育

て
て
は
失
敗
し
や
す
い
こ
と
が
考
え

一
ら
れ
る
。

①
追
肥
。
稲
の
元
気
の
悪
さ
を
追

．
肥
で
補
な
う
と
必
す
後
で
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
。
だ
か
ら
、
中
間
で
の
追
肥

は
つ
つ
し
む
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
　
中
耕
除
草
。
六
月
半
ぱ
以
後
の
【

田
植
え
、
ま
た
は
湿
田
で
は
、
活
着
噌

し
た
ら
、
直
ぐ
中
耕
除
草
を
や
っ
て

稲
に
元
気
を
つ
け
て
や
る
こ
と
。

①
病
馨
防
除
・
殊
に
イ
モ
赴

の
発
生
に
注
意
し
、
早
め
に
み
つ
け

て
防
除
す
る
こ
と
。
要
，
は
、
今
年
の

不
順
天
候
に
う
ち
か
つ
に
は
㍉
で
き

る
だ
け
稲
を
小
形
に
育
て
、
葉
が
繁

り
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
て
、
少
な
い

一
日
照
を
充
分
利
用
し
て
ゆ
く
こ
と

が
、
今
年
の
作
柄
安
定
の
キ
メ
手
で

は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　
　
（
津
南
地
区
農
業
改
善
普
及
所
）

明
る
く
正
し
い
選
挙

　
　
　
　
　
話
し
あ
い
の
話
題

5
代
表
者
の
選
び
方

▽
代
表
者
を
選
ぶ
機
会
は
た

　
く
さ
ん
あ
る

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
、
代
表
者

を
み
ん
な
で
選
ば
ね
ぱ
な
ら
な
い
機

会
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
身
近

か
な
と
こ
ろ
で
は
、
P
T
A
の
役
員

や
町
内
の
自
治
長
な
ど
の
選
出
が
あ

り
ま
し
ょ
う
し
、
ま
た
、
地
方
の
首

長
、
国
会
議
員
な
ど
公
職
の
選
挙
も

そ
の
中
に
ふ
く
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
代
表
者
を
、
私
た
ち
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
選
ぺ
ぱ
よ
い
の
で
し
ょ

う
。▽

選
挙
で
選
ぶ
適
任
者

　
私
た
ち
は
、
代
表
者
を
選
ぶ
場
合

に
、
選
挙
と
い
う
方
法
を
と
り
ま

す
。
こ
の
選
挙
と
い
う
方
法
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
が
、
代
表
者
と
し
て
だ

れ
が
適
任
で
あ
る
か
の
意
思
を
あ
き

ら
か
に
し
、
多
数
の
人
に
よ
っ
て
選

出
さ
れ
た
人
が
、
も
っ
と
も
適
任
な

代
表
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
適
当
な
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

別
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
民
主
主
義
の
多
数
決
の
原
理
は

多
数
の
意
見
が
よ
り
正
し
い
で
あ
ろ

う
と
推
定
す
る
わ
け
で
、
す
く
な
く

と
も
非
常
に
不
適
当
な
人
が
選
ば
れ

　
こ
と
は
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
防

け
る
と
い
う
利
点
を
も
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
こ
う
い
う
わ
け
で
す
か
ら
、
選
挙

す
る
と
き
に
も
っ
と
も
基
本
的
に
大

切
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぐ
の
人
が

自
分
で
考
え
て
、
自
分
の
責
任
に
お

お
い
て
だ
れ
が
最
適
任
で
あ
る
か
を

き
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
．
義
理
、

人
情
と
い
う
よ
う
な
私
的
な
理
由
に

よ
っ
て
、
自
已
の
意
思
を
ま
げ
た
り

他
人
の
い
う
こ
と
に
付
和
雷
同
し
た

り
す
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
の
原
則

を
根
底
か
ら
ま
げ
て
し
ま
う
こ
と
と

い
わ
ね
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

▽
他
人
ま
か
せ
を
や
め
て

　
こ
の
よ
う
に
、
選
挙
と
い
う
も
の

を
み
ん
な
が
真
剣
に
考
え
れ
ば
、
そ

れ
と
と
も
に
、
そ
の
代
表
者
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
る
事
柄
に
は
、
お
の
す

か
ら
関
心
が
も
た
れ
、
親
近
感
が
わ

い
て
く
る
で
し
ょ
う
。
他
八
ま
か
せ

で
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
自
分
た
ち

と
密
接
な
も
の
に
は
な
ら
す
、
一
部

の
人
た
ち
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

　
P
T
A
や
町
内
の
自
治
会
と
い
う

身
近
か
な
と
こ
ろ
に
何
が
起
り
、
何

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ

と
、
考
え
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
む
す

か
し
く
な
い
は
す
で
す
。
そ
こ
か
ら

で
も
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
視
野
を

政
治
と
い
う
面
に
ひ
ろ
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

▽
政
治
と
選
挙
と
の
結
び
つ

　
き
を
考
え
よ
う

　
私
た
ち
は
、
選
挙
に
つ
い
て
も
、

ま
た
政
治
に
つ
い
て
も
、
関
心
は
そ

れ
ほ
ど
う
す
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
関
心
の
持
ち
方
が
バ
ラ
パ

ラ
で
、
内
容
が
一
貫
性
を
も
た
ぬ
と

こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
選

挙
の
結
果
と
、
税
金
の
使
い
途
と
、

政
治
の
あ
り
万
と
が
、
ど
こ
で
、
ど

の
よ
う
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
か
に

つ
い
て
も
い
ま
一
度
よ
く
考
え
る

だ
け
で
も
、
選
挙
に
つ
い
て
考
え
方

が
、
ま
た
一
歩
、
す
す
む
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
　
（
以
下
次
号
）

　一・一7月4日一
参議院議員選挙投票日

参
議
院
議
員
通
p

常
選
挙
は
三
年
毎

に
行
な
わ
れ
、
議

員
の
半
数
が
任
期
・

満
了
と
な
っ
て
来

る
七
月
四
日
に
投

票
に
よ
っ
て
選
ぱ
．

れ
る
わ
け
で
す
．

参
議
院
議
員
選

挙
は
こ
れ
ま
で
ほ

か
の
選
挙
に
く
ら

べ
て
投
票
率
が
低

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
区
が

一
広
い
と
か
、
身
近
な
選
挙
で
な
い
と

か
、
い
ろ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
参

議
院
は
国
会
の
良
識
の
府
と
し
て
そ

の
役
割
の
重
要
性
を
考
え
、
国
民
と

藝
縢
藷
講
嬢
靴

　．
を
実
現
し
ま
し
よ
う
。

霧
月
四
日
・
投
票
の
で
き
る
驕

は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で

…
す
。
八
投
票
所
に
よ
っ
て
は
閉
鎖
時

・
問
が
繰
り
上
が
り
ま
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。
）
普
段
着
、
野
艮
着
の
ま

ま
で
け
っ
こ
う
で
す
。
忙
し
い
こ
と

で
し
ょ
う
が
少
し
の
時
間
を
さ
い
て

投
票
す
る
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
自
分
が
投
票
し
な
く
と
も
だ
れ
か

が
投
票
す
る
だ
ろ
う
と
か
、
忙
し
い

か
ら
と
棄
権
す
る
こ
と
は
主
権
者
と

し
て
政
治
に
参
加
す
る
大
切
な
権
利

を
自
ら
捨
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

七
月
四
日
の
投
票
日
に
は
、
国
民
が

政
治
の
主
人
公
で
あ
る
と
い
う
高
い

誇
り
と
深
い
識
見
を
も
つ
て
、
正
し

い
責
任
あ
る
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ

う
．ツ

ユ
ど
き
の
郵
便
物

　
　
　
　
ー
お
願
い
1

　
暦
の
上
で
の
「
入
梅
」
は
六
月
十

一
日
。
ツ
ユ
あ
け
は
七
月
二
十
日
頃

で
ツ
ユ
の
期
間
か
長
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ツ
ユ
ど
き
に
な
り
ま
す
と

湿
気
の
た
め
に
郵
便
物
の
あ
て
名
が

読
み
に
く
く
な
っ
た
り
、
消
え
て
わ
．

か
ら
な
く
な
っ
た
り
し
が
ち
で
す
．

ツ
ユ
ど
き
に
郵
便
を
出
さ
れ
る
と
き

は
ぜ
ひ
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
．▽

郵
便
物
が
多
少
ぬ
れ
て
も
、
あ
て

名
が
に
じ
ん
だ
り
イ
ン
キ
が
散
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
書
い
て
下
さ
い
。

イ
ン
キ
は
普
通
の
イ
ン
キ
よ
り
も
ボ

ー
ル
ペ
ン
（
油
性
イ
ン
キ
）
で
書
い

た
ほ
う
が
い
い
よ
う
で
す
。

▽
封
筒
は
湿
気
で
破
れ
な
い
よ
う
な

じ
よ
う
ぶ
な
も
の
を
使
っ
て
下
さ

い
。
や
わ
ら
か
い
和
紙
の
封
筒
よ
り

も
堅
い
紙
の
ほ
う
が
じ
よ
う
ぶ
で
す

▽
『
速
達
』
の
表
示
が
本
年
五
月
か

ら
上
部
に
赤
線
を
引
く
こ
と
に
統
一

さ
れ
ま
し
た
。
速
達
を
出
す
と
き
は

郵
便
物
の
上
部
に
赤
線
を
引
い
て
下

さ
い
。
　
　
　
（
越
後
田
沢
郵
便
局
）

成
人
式
期
日
O
変
更

　
　
　
　
　
7
月
“
日
に

　
公
民
舘
で
は
、
き
た
る
七
月
四
日

に
成
人
式
を
開
く
予
定
で
し
た
が
、

参
議
院
議
員
選
挙
投
票
日
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
七
月
十
一
日
午
前
九
時

か
ら
田
沢
小
学
校
で
開
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
な
お
、
成
人
講
座
は
六
月

二
十
日
か
ら
五
回
お
こ
な
い
ま
す
。

詳
細
は
直
接
対
象
者
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
揃
っ
て
参
加
し
て
く
だ

，
さ
い
。
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第
一
回
県
民
ス
ボ
ー
ツ
の
日

　
　
郡
市
駅
伝
、
卓
球
、
排
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
排
球
第
二
位
、
卓
球
第
三
位

去
る
六
月
六
日
”
第
一
回
県
民
ス
大
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ポ
ー
ッ
の
日
”
の
行
事
が
、
中
央
会

場
と
な
っ
た
柏
崎
市
を
は
じ
め
県
下

十
六
地
区
で
、
体
操
、
陸
上
競
技
、

各
種
球
技
大
会
な
ど
約
三
万
人
の
県

民
が
参
加
し
て
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
．

　
こ
の
行
事
は
昨
年
の
新
潟
国
体
の

栄
光
を
記
念
し
、
県
民
の
間
に
ス
ボ

ー
ッ
ヘ
の
関
心
を
た
か
め
、
今
年
か

ら
六
月
第
一
日
曜
日
を
”
県
民
ス
ポ

ー
ッ
の
日
4
と
定
め
て
、
県
と
各
郡

市
町
村
の
主
催
で
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
中
魚
十
日
町
地
区
で
は
、
中
里

津
南
、
川
西
、
十
日
町
の
四
市
町
村

　
　
　
　
　
　
バ
ト
の
　
へ
　
　

対
抗
駅
伝
大
会
、
排
球
大
会
、
卓
球

鱒　
　
蒙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
節

柄
、
農
繁
期
で
も
あ
り
梅
雨
空
も
心

配
さ
れ
た
が
、
さ
わ
や
か
に
晴
れ
上

っ
た
絶
好
な
ス
ボ
ー
ッ
日
和
に
め
ぐ

ま
れ
、
各
種
目
と
も
多
数
の
選
手
が

参
加
し
わ
が
村
わ
が
町
の
栄
誉
を
に

な
っ
て
激
し
い
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
す
駅
伝
大
会
に
は
各
市
町
村
ニ

チ
ー
ム
す
つ
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

正
午
津
南
町
中
津
橋
上
を
出
発
、
各

チ
ー
ム
十
代
か
ら
五
十
代
ま
で
の
十

名
の
選
手
に
よ
り
郡
市
内
を
継
走
し

十
日
町
市
役
所
前
決
勝
点
ま
で
全
長

約
四
十
計
の
コ
ー
ス
を
全
チ
ー
ム
が

完
走
し
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
が

，
わ
が
中
里
村
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も
七

位
、
八
位
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

▽
駅
伝
大
会
成
績

①
津
南
町
A
2
時
間
1
4
分
4
6
秒
②
＋

日
町
B
①
十
日
町
A
④
川
西
A
④
津

南
B
⑤
川
西
B
⑦
中
里
A
2
時
間
2
8

分
2
1
秒
（
田
村
健
、
樋
口
秀
雄
、
大

清
作
、
鈴
木
卓
郎
、
高
野
二
郎
、
富

井
一
男
、
江
口
清
信
、
中
島
善
一
、

上
原
福
太
郎
、
広
田
富
左
衛
門
）
⑧

中
里
B
2
時
間
32
分
51
秒
（
冨
井
三

千
男
、
山
田
直
義
、
服
部
守
、
鈴
木

慶
彦
、
村
山
詔
平
、
保
坂
勘
造
、
山

木
達
雄
、
樋
口
厚
、
中
島
優
一
、
吉

田
大
士
・
）

　
次
に
、
排
球
大
会
は
午
前
十
時
よ

り
＋
日
町
市
民
体
育
舘
で
開
か
れ
、

A
B
八
チ
ー
ム
そ
れ
み
Y
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
試
合
が
行
な
わ
れ
、
中
里
村

B
チ
ー
ム
が
善
戦
し
第
二
位
と
な
り

ま
し
た
。

　　　　議

▽
排
球
大
会
成
績

〇
十
日
町
A
②
中
里
B
（
柳
則
子
、

滝
沢
朝
子
、
樋
口
一
枝
、
樋
口
信
・

子
、
竹
之
内
静
江
、
大
島
厳
、
広
田

紀
元
、
村
山
悦
夫
、
小
池
啓
治
）
①

川
西
B
、
津
南
A

　
な
お
、
中
里
A
チ
ー
ム
（
早
川
ス

ズ
イ
、
大
口
栄
子
、
織
田
洋
子
、
佐

佐
木
淳
子
、
小
熊
ハ
ッ
子
、
南
雲
正

敏
、
斎
藤
馨
繭
、
井
ノ
川
福
一
、
伊

藤
巌
、
中
村
昭
）
は
惜
し
く
も
入
賞

を
逸
し
た
。

　
庫
球
大
会
は
、
川
西
中
学
校
体
育

舘
で
開
か
れ
、
中
里
村
A
チ
ー
ム
、

B
チ
ー
ム
そ
れ
ぐ
入
賞
善
戦
し
ま

し
た
。

▽
卓
球
大
会
成
績

一
〇
十
日
術
A
②
川
西
A
③
中
里
A

　
（
服
部
貞
男
、
山
田
ス
マ
子
、
樋
口

亀
寿
、
三
五
忠
彦
、
高
機
憲
治
、
井

ノ
川
ハ
ッ
ヨ
、
広
田
真
霜
）
同
十
日

町
B
④
中
里
B
（
岡
村
小
夜
子
、
井

ノ
川
由
延
、
井
ノ
川
洋
一
郎
、
藤
田

博
、
柳
栄
作
、
阿
部
義
子
、
、
樋
ロ

マ
サ
ミ
、
貝
沼
正
雄
）

　
　
【
写
真
は
ス
ポ
ー
ツ
の
日
大
会
の

　
　
一
コ
マ
（
上
）
駅
伝
（
中
）
排
球

　
卓
球
】

献
血
申
込
み
受
付

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
大
怪
我
や
手

術
で
家
族
、
親
類
あ
る
い
は
友
人
の

方
汝
か
ら
輸
血
を
し
て
貰
っ
た
り
、

又
反
対
に
こ
れ
等
の
方
女
の
輸
血
の

た
め
に
、
自
分
の
血
液
を
提
供
さ
れ

た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
し
、

な
か
に
は
皿
液
を
買
っ
て
輸
皿
を
受

け
た
方
、
叉
保
存
皿
液
と
い
う
瓶
に

入
っ
た
血
液
に
よ
っ
て
輸
血
を
受
け

た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
保
存
血
液
が
最
近
ど

ん
ど
ん
輸
血
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
参
り
ま
レ
た
が
、
そ
れ
は
保
存

血
液
が
取
り
扱
い
や
、
使
用
方
法
が

安
全
で
便
利
な
も
の
で
す
か
ら
輸
血

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ

て
き
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
近
頃

血
液
が
不
足
で
あ
る
と
か
、
血
液
の

質
が
悪
く
な
っ
た
と
か
言
わ
れ
て
お

り
、
も
し
良
質
の
保
存
血
液
が
充
分

に
供
給
で
き
な
い
よ
う
で
は
大
変
な

不
幸
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
日
赤
県
支
部
で
は
昨
年
度
「
新

潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
」
を
建

・
殼
、
セ
ン
タ
ー
に
に
移
動
採
皿
車

　
（
ゆ
う
あ
い
号
）
を
備
え
、
三
十
名

以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は

出
動
す
る
こ
と
に
な
3
て
お
り
ま

す
。
婦
人
会
、
青
無
団
、
事
業
所
等

団
体
に
て
献
血
を
希
望
さ
れ
る
場
合

個
人
で
希
望
さ
れ
る
場
合
等
す
べ
て

役
場
社
会
厚
生
課
、
日
赤
係
及
び
衛

生
係
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

，
み
な
さ
ま
の
御
理
解
と
多
数
の
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
日
赤
中
里
分
区
）

　
出
稼
ぎ
さ
れ
る

　
み
な
さ
ん
へ

　
農
閑
期
を
刹
用
し
て
出
稼
さ
れ

る
人
達
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
最
近
こ
れ
ら
出
稼
ぎ
に
つ

い
て
、
い
ろ
く
間
題
事
例
が
発
生

し
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
新
潟
県
に
お
い
て
は

こ
れ
ら
出
稼
ぎ
に
か
か
る
諸
問
題
の

解
決
と
適
正
な
就
労
を
促
進
す
番
目

的
で
新
潟
県
出
稼
ぎ
対
策
委
員
会
を

設
置
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

中
里
村
に
お
い
て
も
、
五
月
一
日
よ

り
「
中
里
村
出
稼
ぎ
職
業
相
談
所
」

を
社
会
厚
生
課
内
に
設
置
し
、
出
稼

ぎ
者
に
対
す
る
総
合
的
な
相
談
に
応

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
よ
り
安
定

所
職
員
が
出
張
し
就
労
の
不
安
、
留

守
家
族
の
心
配
等
を
な
く
し
て
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
出
稼
ぎ
出
来
る
よ
う

相
談
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
．

　
出
稼
ぎ
に
つ
一
て
い
つ
も
間
題
の

お
こ
る
の
は
縁
故
に
よ
る
就
職
、
友

達
の
紹
介
或
は
黙
っ
て
出
稼
ぎ
す
る

八
達
に
多
く
あ
り
、
正
式
な
職
業
安

定
機
関
の
紹
介
を
受
け
な
い
で
行
く

人
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後

出
稼
ぎ
す
る
際
に
は
必
す
「
中
里
村

出
稼
ぎ
相
談
所
」
ま
た
は
職
業
安
定

所
に
申
し
込
ん
で
、
正
当
な
手
続
き

に
よ
り
心
配
の
な
い
よ
う
に
し
て
出

か
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
相
談
所
、
安
定
所
を
通
じ

出
稼
ぎ
す
る
人
に
は
「
就
労
手
帳
」

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
こ
の
中
に

は
出
稼
ぎ
中
に
詫
こ
る
事
例
、
関
係

官
庁
名
、
そ
の
他
よ
く
知
っ
て
い
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
注
意
事
項
等
が
記

さ
れ
て
拘
り
、
何
か
と
便
利
な
も
の

で
あ
り
、
又
こ
れ
は
帰
郷
し
て
安
定

所
に
求
職
申
し
入
れ
る
際
に
も
、
い

ろ
い
ろ
便
利
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
近
所
に
も
出
稼
ぎ
さ
れ
る
八
達
が

沢
山
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
出
稼
ぎ

職
業
相
談
所
の
こ
と
を
是
非
周
知
さ

れ
る
と
と
も
に
、
心
配
な
く
明
る
い

気
持
で
出
稼
ぎ
で
き
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
．
　
　
　
（
社
会
厚
生
課
）

　
　
新
大
附
属
病
院

　
　
　
　
保
険
給
付
取
扱
b

　
み
な
さ
ん
が
新
潟
大
学
付
属
病
院

で
診
察
を
し
て
い
た
だ
く
と
き
に
は

窓
口
で
全
額
麦
払
っ
て
お
り
、
大
変

不
便
を
か
け
ま
し
た
が
、
今
度
七
月

一
日
よ
り
保
険
療
養
取
扱
い
が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、
か
な
ら
す
被
保
険

者
証
を
お
忘
れ
な
く
持
参
下
さ
い
。

　
な
お
当
分
の
間
は
い
ろ
く
の
関

係
で
一
部
負
担
金
9
（
窓
口
支
払
い

分
）
は
、
世
帯
員
に
か
ぎ
り
五
割
を

支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
残
り
の
二
割

分
は
差
額
支
給
と
い
う
こ
と
で
役
場

よ
り
払
戻
し
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
取
扱
い
実
施
に
よ
り
、
み
な

一
さ
ん
が
契
で
裟
を
謬
ら
れ
る

場
合
の
窓
口
支
払
い
額
は
、
世
帯
主

の
三
割
、
世
帯
員
五
割
と
な
る
も
の

で
す
。
不
明
の
点
は
お
問
合
せ
下
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
役
場
口
保
係
）


